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令和５年度 第２回尾張旭市循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

令和５年８月８日（火）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時３０分

２ 開催場所

市役所南庁舎３階 講堂１・２

３ 出席構成員

千頭聡、尾川靖子、伊藤紀子、鶴田絹子、新田美得、市川隆之、鏡山雅臣、

藤村育子 計８名

４ 欠席構成員

大川正喜 計１名

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：遠藤裕倫、

環境課長補佐：林正信、環境課主事：飯田あゆみ

７ 議題等

（1） 次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定状況について（目標

値、食品ロス削減推進計画等）

（2） その他（将来像について）



８ 会議の要旨

事務局 定刻になりましたので、ただ今から「令和５年度第２回 尾張旭市

循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日、大川構成員から欠席のご連絡を受けておりましたので、ご報

告させていただきます。本日の出席者は、９名中８名でございます。

なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基

づき、傍聴を認めていること、また、本会議の内容については情報公

開の対象となることも、あわせてご了承いただきますようお願いいた

します。

本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞

では、次第に沿って会議の進行を進めてまいります。

まず、次第１「座長あいさつ」です。千頭先生、お願いします。

千頭座長 みなさん、おはようございます。

最近、内々で話題になるのは、国連の事務総長が「地球温暖化は終

わった。地球は沸騰化している。」と演説をされたことです。先日学

生と一緒に話の原文を読んだのですが「あと数年の間に氷河期が来な

い限り地球の平均温度は史上最高になる。」とのことでした。「おそ

らく後戻りできるターニングポイントを超えたのであろう。」これは

国連事務総長の話ではないですが、もう後戻りはできないと、ある意

味では新しい地球に我々がどう向き合っていくのかの適用も考えざ

るを得ない時代に入ったということを改めて痛感しました。ごみの問

題については、当然温暖化にも密接に繋がっている問題です。簡単な

ことではないですが、市民の方々の地道な努力が、何かのかたちで見

える化し、報われればよいと思っております。

本日もよろしくお願いいたします。

事務局 ありがとうございました。

このあとは、次第に従って議題に入ってまいりますが、ここからは

座長である千頭先生に議事の進行をお願いいたします。

よろしくお願いします。

千頭座長 本日は「次期尾張旭市一般廃棄物処理基本計画の策定状況につい

て」ご説明をいただき、ご意見をいただくことになります。後ほど事

務局にお返ししますが、計画のサブタイトル、将来像について、皆さ

んにお伺いすることになると思います。よろしくお願いします。

では、まずは議題１「次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計

画の策定状況について」、東和テクノロジーさんからご説明いただき

ます。よろしくお願いします。

東和 ＜資料説明＞（資料 1）



千頭座長 はい、ありがとうございました。

細かく数値を積み上げ、様々な表を出していただいております。

ご意見やご質問等があればお願いします。

鏡山構成員 ９ページのところの表１０、これは計画書に載るのですか。

東和 はい、載ります。

鏡山構成員 もう一つ、６ページのグレー色の四角で囲まれた「・・・家庭系食

品ロス量」も載るのですか。

東和 はい、載ります。

鏡山構成員 なぜお聞きしたかというと、９ページでは「１２(ｇ/人日)減量」が

ミニトマト１個分です」と書いていて、６ページではミニトマトを３

個書いてしまうと、見ていて違和感がありました。６ページのグレー

の四角で囲まれた方の中のミニトマト３個はやめられた方がよいか

と考えます。

東和 はい、わかりました。ありがとうございます。

鏡山構成員 それと同じようなことで、３ページの表３「総ごみ排出量」の目標

達成までの減量値にピーマンが書かれていますが、今回、食品ロスも

テーマなので、野菜・食品シリーズかと思いはしましたが、中身がな

いのになぜピーマンを使用するのかとは思いました。その下の「家庭

系処分ごみ排出量」は卵で示されていて、卵は中身が詰まっているの

で、重量だとは考えたのですが、実際インターネットで検索してみて

もＭサイズの卵は５８ｇ～６４ｇと言われています。そう考えると、

４５ｇは何があるのかと調べたところ、はっきり言ってピーマン１個

分ではないです。イチゴ一粒が大体標準的に１５ｇということなの

で、イチゴ３個という表現もあるのかと考えます。

このように表現されるのであれば、重量を食品に例えるとイメージ

しやすいので、公表していく資料には重要かと思います。

千頭座長 はい、ありがとうございます。

他の方はいかがでしょうか。

この晴丘センターの区分が変わる理由は、皆さんはご存じなのでし

ょうか。

事務局 晴丘センターの排出量の区分について、今、自己搬入分及び許可業

者搬入分の燃えるごみ、燃えないごみ、粗大ごみ「事業系ごみ」とし

ているのですが、長久手市、瀬戸市と３市でそれぞれ考え方が異なっ

ており、３市での考え方を、許可業者搬入分の燃えるごみ以外は全て

家庭系ごみとして考えるように、令和６年度から統一することとして

います。実際に搬入されるごみが家庭から出たものがほとんどだとい

うことですので、事業系ごみから家庭系ごみへ変更をさせていただく

ということです。



千頭座長 わかりました。

他にご意見はございませんでしょうか。

参考資料にあるように、細かく数値を積み上げて削減目標が考えら

れているということで、それはとても評価できると思います。同時に

否定するという意味ではなく、最近よく計画策定で目標値の議論をす

る時に、特に公募の議員さんからよく出てくる質問は「目標値が達成

できると、何が変わるのですか。」「目標値を達成できた状況という

のは、今と何が違うのですか。」というタイプの質問が出てきます。

ですので、我々はこうやって細かく計算していただいて、例えば「２

０ｇ減らすことを目標にします。」というとして、市民の方にそれを

お伝えする時に、先ほどのお話でいくと「イチゴ３個分減らしたら、

私たちの暮らしは何がどう変わるのか。」ということを、どう市民に

お伝えするのか。そこがないと、我々は計画設計に関わっているから

「何 g、何％削減することを目標にします。」と考えますが、市民か

らみたら、はっきり言ってどうでもいいことです。自分たちの生活が、

それをすることによって何が変わるのかということを伝えないと、

中々減量はできません。そこがとても難しいのですが、そこは少し気

を付けたほうがよいかと考えます。もちろん、色々な伝え方はあると

は思います。一番分かりやすいのは、お金です。「処理コストがこれ

だけ削減できます。」というように、それだけが全てではありません

が「燃やすごみがこれだけ減れば、ＣＯ２がこれだけ減らせることが

できます。」というように、とにかくごみを減らすことによって、ど

うなるのかということをどう伝えればよいかを、ぜひ考えていただき

たいです。

鶴田構成員 前に処理施設が満杯になってきているというチラシが入ったこと

があります。やはり、イチゴ３個といっても、イチゴも大きなものも

あれば小さなものもあるので、標準ではないと思うのですが、そうい

う動機付けが最も大切だと考えます。このごみをなぜ減らすのか、そ

こから始めないことには、いくらごみを減らしてくださいと言っても

伝わりません。「ごみ袋が有料化になるのは目に見えています。」と

いったことや「施設が駄目になって、これだけの建設費がかかりま

す。」など、３市で競争みたいにするとか、何か動機づけがないと市

民全体、子どもたちも含めて伝わらないと思います。子どもたちに動

機づけになるような、ごみ減量の教育みたいなものも大切かと考えま

す。今でも、ごみの減量をしている方はたくさんいると思います。瀬

戸市で有料化の話が出ているようで、尾張旭市も将来的にはそうなっ

てしまいますみたいなことだと、少しでもお金がかからない方がいい

とみんな考えると思います。



千頭座長 ある市が、とても頑張ってごみを減らし、その結果、負担金が減っ

たので、指定袋を市民に無料で配った話があります。これは議論があ

るかもしれませんが、とても分かりやすく、市民の皆さんは、自分た

ちが頑張ったから、ごみが減り税金を使わなくてよくなり、無料でご

み袋をもらえた、市民の方にとってはとても分かりやすいやり方で

す。

鶴田構成員 ごみを減らす意味がないと、市民の方も頑張れないと思います。

千頭座長 というような、アバウトな議論の中で、それを今すると怒られそう

な気もしますが、実はそれが意外と大事だと思います。ということも

含めて、皆さん何かご意見はございませんでしょうか。

鶴田構成員 基本的なことですが、２Ｒという全体的なごみの減量という意味が

よく分からないのですが、どういう略なのでしょうか。

東和 ３Ｒはよく聞かれると思うのですが「Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）」、

「Ｒｅｕｓｅ（リユース）」、「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）」が

３Ｒでして、２Ｒはその中の「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）」を除

いた、「Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）」、「Ｒｅｕｓｅ（リユース）」

のことで、ごみを減らすことと、ごみにせずに長く使っていただくと

いうことを推進し、全体的に生活からごみを減らしていこうという取

組です。説明文を記載したほうがよろしいですね。

鶴田構成員 いきなり出てきたので、何かの略かなと思ってはいたのです。カッ

コ書きで「全体的なごみの減量」と書いてあったので、意味としては

分かったのですが、これが何の略なのかが分からなかったです。

千頭座長 ３Ｒから何が取り除かれたかというと「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイク

ル）」です。「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）」の概念がとても広い

ので、荒っぽく言ってしまうと、燃やしてでも、燃やした熱を何かに

利用すれば、それは「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）」に入ってしま

います。そうではなくて、「Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）」するた

めにもエネルギーが必要だったりするので、もっと手前のところでと

いうことで、この２Ｒが推進されています。

鶴田構成員 そういう３Ｒや２Ｒは一般的な言葉なのですね。

千頭座長 どうでしょう。「Ｒ」が付く言葉はたくさんありまして、昔は５Ｒ

もあり、もっとありました。３Ｒは割と定着しています。

新田構成員 以前にもお話したのですが、我々毎年、３Ｒのコンクールを行って

子どもたちにポスターを作ってもらうのですが、その中に去年「Ｒｅ

ｆｕｓｅ（リフューズ）」という言葉があり、拒否する・いらない物

はもらわないという感覚も、子どもたちの中での感じ方の一つだと思

います。

ただ、先ほどからも出ておりますが、物価がこれだけ上がって、給



料も上げているとは言いながら、年金も給与もそこまで伸びていな

い。普通の家庭であれば、食品ロスの意識なども広がり、不必要なも

のはぐんと減っていると思います。なので、先ほどの単純な話ですが、

我々が色々な行事を行う時、人を集める時に何が必要かというとイン

センティブなのです。わずかな商品を渡せば人が集まってくる。その

アイデアの中に、先ほど先生がおっしゃったことを一つのアイデアと

し、この議論とは別ですが、よいかと考えます。

鏡山構成員 先日、水道検針がありまして、あれは家庭からすると伝票にそのま

ま数字が書かれてくるので、目に見えるものとしてありますが、イン

センティブの在り方というのは、実態が存在していてそれが即、家計

に見えてくるような状態というのが非常に重要だと考えます。水道代

は、何か月間か減免がありました。

千頭座長 水道代の基本料金が減免されたということですか。

鏡山構成員 はい。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で記念企画ができず、

予算が余ったのでそれを水道料金に回したと聞いています。

千頭座長 目標値が資料の３ページのところにまとめてあります。その根拠は

参考資料に細かく試算していただいたものがあります。ここの数字が

おかしいという議論は中々しにくいと思われます。しかし、ピーマン

よりはイチゴの方が分かりやすいといったような議論はもちろんあ

ると思います。

鏡山構成員 単純に「目標値の数字をあげました。」ではなく、それにワンポイ

ントアドバイスみたいな、サブコメントを付けるというのが重要。市

民の方に配布するような資料であれば、特に必要かと考えます。

千頭座長 はい。他はございませんでしょうか。

鶴田構成員 前回、市民にアイデアを募集されたのはどうなりましたか。どれく

らい集まりましたか。

事務局 エコチャレです。エコチャレは、大学生の方からたくさんのご応募

をいただき、ホームページでも公表していますが、計画の中でのワン

ポイントなどとしての活用も考えていきたいと思います。

千頭座長 はい。いかがでしょうか。

ちなみに、尾張旭市は大学や市役所などの事業者から出たペットボ

トルは、どういう扱いをされているのですか。どういう扱いでどこに

持っていくべきということになっているのでしょうか。

事務局 基本的には、事業系ごみ、産業廃棄物で処理していただくかたちに

なります。

千頭座長 事業系の一般廃棄物として晴丘センターで受け入れていますか。

事務局 いえ晴丘センターでは受け入れていないです。

千頭座長 厳密に言えば産業廃棄物になるのですか。



事務局 はい、そうです。

千頭座長 意外と事業系のペットボトルはグレーゾーンで、処理センターによ

っても受け入れているところも、結構あったのですが、段々と受け入

れなくなってきています。しかし、それを産業廃棄物として処理しよ

うとすると、とんでもなく高くなります。

では本日、資料１ということで、目標値についてはご説明いただき

ました。

一般廃棄物処理基本計画としては、今後、どんな流れになりそうで

しょうか。

事務局 今回、いただきました目標値へのご意見を反映したものを計画の素

案へ入れ込み、次回の１１月１４日の会議では、計画の素案お示しさ

せていただき、皆さんに最終意見をいただいて、その案で市民の方々

にご意見をいただくパブリックコメントを１２月に行っていくかた

ちになります。

千頭座長 「この目標値を達成するために、どのような取り組みをするのです

か。」という議論は、次回に行えばよいのですか。

事務局 はい、そうです。

千頭座長 次回は、これでパブリックコメントにかけますという意味の確認で

はなく、次回、しっかり議論をし、それを受けて更に事務局でパブリ

ックコメントにかける案を作るという認識で大丈夫ですか。

事務局 そこで修正をさせていただくかたちになろうかと思います。

千頭座長 そこも大事だと思います。目標値ももちろん大事ですが、何をする

のか、何をすべきなのかということを議論しないと、数値だけ・言葉

だけになってしまうといけないので。その数値に関わる３ページの目

標値の妥当性も議論の対象ではあるのですが、一般廃棄物処理基本計

画を改定するにあたって、今後、こんなことに力を入れるべきだとい

うご意見を出していただいてもよいですか。

市川構成員 協力率というものがありますが、今まで取り組んでいなかったこと

も、ある程度のパーセンテージまでは増やして協力していただけると

いう見込みをしていますが、今まで取り組まなかった原因や理由につ

いての分析が必要だと考えます。また、そこに対しての働きかけをす

るかどうか、理由として、単純に情報がないということもあるでしょ

うけれども、取り組みやすいアクションプランというのは、どうして

も必要になってくると考えます。そのあたりはどうでしょうか。

千頭座長 何かそこはアンケートからは読み取れないのでしょうか。

東和 ご意見が書いてありますので、読み取ることはできます。

千頭座長 そこが大事です。

先ほどおっしゃっていただいたように、皆さん食品ロスについて、



これだけ食品ロスという言葉が普及してきたので、できるだけロスを

出さないようには皆さん努力されているはずです。ですが、それでも

出てくるところをどうすれば本当に減らせるのかというところを考

えないと、言葉だけが先行しています。

尾川構成員 私は「ラブリ」という循環型生活研究会の一環で、市の広報にも出

ていた「エコクッキング」というのを催させていただきました。私自

身、エコクッキングに携わったのが２回目だったものですから、食品

ロス等にどう関わっているのかよく分かっていないところがあり、先

日、調理実習やエコクッキングを行ってみて、色々な反省点等が少し

見えてきたものですから、そのあたりをお話したいと思います。

エコクッキングをメイン講習される方は、とにかく皆さんが喜んで

下さることや、子どもが一緒に参加してできることを考えて、色々作

っていたのですが、３キリのためのエコクッキングなのになあとは思

っていました。

また、会が始まる前に市の方から、これだけの生ごみが出ています

というご報告をいただきました。しかし、中々イメージできず、分か

ってもらえなかったということもあり、調理実習ではコールスローサ

ラダ等を作ったのですが、子どもも多く参加していたからか、作った

量が多く、どれだけキャベツの外側を捨てるのかということもあり、

生ごみのご報告について活かせてはいなかったと思います。ご家庭で

認識していただく上で、そういうことを勉強するためのエコクッキン

グにすれば良かったと思います。クッキング自体は色々なところであ

りますので、それとは違い、食品ロスを無くすとか、エコなチャレン

ジということで、家庭でどう取り組んでいったらよいのかを勉強する

場にできたらいいなという反省ができました。

私が所属するラブリは、生ごみの堆肥化等について活動しています

し、当日市の方からいただけるものがどういうものか知りませんでし

たが、紙袋で水切りができる袋を配られていたようでして、使い方を

しっかり説明していただけたら良かったと思います。また、市民の方

もそういうことをご存じない方も多いですし、先日、広報にラブリの

ことや生ごみ堆肥化のことが掲載されていたので、エコクッキング等

の活動と広報をリンクさせればいいのにという感じも受けました。

エコクッキングも、市の方がどういうことを市民の方にどう広報

し、何を勉強していただきたいかということを示していただけたら、

よいのではないでしょうか。こちらの方も、参加者は若い方も多く、

担当者もエコクッキングを成功させる方に重点を置いていたので、そ

ういうことをくみとるのが難しいと思います。本来の目的であるエコ

チャレから外れてしまっているので、それも含め、生ごみや食品ロス



減量の方向性ができるように市民の方に知ってもらうための勉強会

というかたちで進めていけたらと考えます。

市では組成調査をしていただいたので、フードロスや生ごみの賞味

期限切れなど色々あると思いますから、そういうことも含めて、勉強

会をもう少しできればと考えます。

鏡山構成員 エコクッキングは募集される時に、エコクッキングだけで募集なの

ですか。それとも、趣旨等が書かれての募集なのですか。

尾川構成員 エコクッキングだけですから、何を作るということも無しに尾張旭

市でできるものを徹底的に利用するというのが趣旨なのかどうか分

かりません。

そのあたりもきちんと話し合いできていないものですから、これか

らはもう少しうまく行いたいと思い、ご意見を伺いたいです。

鏡山構成員 表題だけがあって、趣旨や意義が出てないから、ある人はクッキン

グのことだけで、エコについてはなんとなく、というような感じで参

加されたのではないかと考えられます。

行う前に必ず、趣旨や意義を伝えていないと、参加する人がその意

識にならないと思います。

尾川構成員 参加していただいた方は、子どもと一緒、ファミリーで参加される

方が多いです。エコチャレというよりは、調理のイベントが経験がで

きるということで参加されているようです。ですのでもう少し、趣旨

や意義をうたっていけたらと考えます。

伊藤構成員 少し話が戻りますが、一般市民や周りの方々は、ごみ減量等に関し

ての興味があまりないように感じます。その話題を話すと聞いてはく

れますが、８１５ｇから７７０ｇにごみの排出量を減らすという、こ

の少しの量がどんなに大きいことなのかということが、みんなは大し

たことではないと思いがちなのではないかと感じます。これをもっと

分かりやすく掲げることが大事だと思います。市民の方に分かりやす

く、身近に興味を持ってもらえることが大事です。

千頭座長 最初に卵１個分の減量と書いていただくことは大事な一歩ですが、

では卵１個分減ったら何がどう変わるのかというところが重要です。

伊藤構成員 あと、話は変わりますが、新しい規格の取っ手付きごみ袋をどこか

の新聞屋では、２枚ぐらい配布してもらえるそうです。私のエリアの

新聞販売所は緑の野菜を入れる袋でした。新しいごみ袋をそうやって

事業所が新たに購入されているのでしょうか。まだ一般の店舗だと取

っ手付きごみ袋は販売されていないと思うのですが、どうなのでしょ

うか。取っ手付きごみ袋の方がよいという意見もお聞きします。

事務局 一部の店舗で販売されています。

藤村構成員 私はフードドライブの時期になると、少しでも役に立てばと思い、



自分の家に残っているものを出すのですが、必ず賞味期限が１か月な

いと駄目ということで、自分の家では賞味期限切れ間近のものを食

べ、差し上げるものは一生懸命に探して賞味期限１か月以上のものを

出すことが、本当に役に立っているのかという疑問があります。尾張

旭市ではなく、名古屋市のどこか別のところに持って行かれるから分

けられるとは聞いていますが、本当にそういうところへ届いて皆さん

の役に立っているのかどうかわからない部分があります。

千頭座長 届いていると思います。

ただ、聞くところによると時々ミスマッチがあり、例えば高齢者施

設でいただきたいものと、提供できるものとの間にミスマッチがある

ということです。分かりやすく言えば、パンが大量に賞味期限が迫っ

ているので差し上げますと出されたけれども、高齢者の方はパンより

おにぎりの方がよいという、そういうミスマッチは結構あるようで

す。ある社会福祉協議会の方のお話では、よくぞこんなものを持って

くるなというものを持ってこられるケースもあるみたいです。

ですが、基本的にはうまくいっているようです。

藤村構成員 私はテレビで見ていると、箱か何かに入れて食事が摂れない方に差

し上げているところを見たのですが、そういう高齢者施設の方にも持

って行ってらっしゃるのですか。

千頭座長 色々あると思います。尾張旭市も、そういうフードドライブを行わ

れているのですか。

新田構成員 社協で年２回ほど行われ、我々も出しています。私のところは公民

館に社会福祉協議会が来て、そこに持っていきます。

藤村構成員 晴丘センターに持ち込まれる剪定の枝の資源化は、細かくしてチッ

プか何かにされるということでしょうか。

事務局 再資源化をするために一カ所に集め、チップ等にしてリサイクルと

いいますか、ごみにしないようにする方策を考えております。

藤村構成員 ただ、細い枝でないと駄目ですか。今は出せる太さが決まっていま

すよね。大きな木を切って、それを小さくすることは年寄りにはでき

ないもので、どうしたものかと今は庭に置いたままの状態です。

事務局 ある程度、機械の入る大きさがあるものですから、あまり大きいも

のは難しいです。

千頭座長 庭に置けるなら、別の意味では自然に還るので、まさに自然の循環

になります。

豊田市が清掃センターへの持ち込み手数料を大幅に値上げしまし

た。これにより、民間へ流れる量が３倍ほど増えたそうで、民間ルー

トが成り立つようになったそうです。

できれば、剪定枝等は民間ルートで経済的にまわるようにした方が



本当はよいのかと思います。

千頭座長 今日、ご説明いただいた目標値に関しては、全体としてこういうか

たちで、後は計画書の中にうまく表現をしていただくということで、

よろしいでしょうか。

構成員 （異議なし）

千頭座長 市川さんからご指摘されましたように、現在できていない理由やど

うすればできるようになるのかというところを、計画の中では踏み込

めないと、書いただけで終わってしまうので、そこはぜひともアンケ

ート分析も含めて、よろしくお願いいたします。

尾川構成員 参考資料の２ページ目の「（５）生ごみの堆肥化の推進」の「⑤堆

肥化による減量率」の「武蔵村山市のモニター事例より」というのが

ありますが、これはどこを見ればわかるのですか。

東和 この資料には載せておりませんが、インターネットで検索すると、

論文が出てきます。計画書には、根拠をきちんと載せていきます。

尾川構成員 以前いただいた資料か、何で見たのか分からないのですが、集合住

宅で生ごみの回収をしている事例が書いてあった覚えがあります。自

治体が力を入れているところでは、集合住宅や地区ごと、農村地域等

の振り分けで、どこに何が多いかという数字が出ていたので、こうい

うのも参考にできたらと思います。

鶴田構成員 中日新聞に出ていた資源循環に関する記事で、生ごみから燃料や肥

料を作る装置を作った京都のメーカーが、長久手市の小・中学校に寄

付したらしいです。小型バイオ装置「ＭＥＧＵＲＵ−ＢＩＯ（めぐるび

お）」というもので、京都市の「アミタホールディングス」が開発し、

長久手市に寄付し、そこに持っていけば、１日３５ｋｇの生ごみの投

入が可能で、２５日間でメタンガスや液体肥料７０Ｌに生まれ変わる

という装置があるそうです。長久手市の吉田市長が、地域の人が持っ

てきて、知り合うきっかけができると書いてあり、この装置がとても

よいと感じ、こういう装置が公民館等に置いてあればいいと思いま

す。

千頭座長 給食の残渣等にもいいです。

鶴田構成員 そうです。地域の人が持ってきて、地域の人が知り合うきっかけに

もなると書いてありました。できたばかりなので、もう少し一般化し、

評判が良ければ、また話題にはなるとは思います。この記事は６月８

日に中日新聞に掲載されていて、とてもいいと感じたので切り取って

持ってきました。

千頭座長 良ければ事務局の方で、調べて問い合わせていただければと思いま

す。

鶴田構成員 もし可能であれば実験的にどこか市役所等でも設置をし、みんなが



持ってきて、結果が良ければいいと思います。生ごみの堆肥化が一番

ごみ減量に役立つと思うので、ご検討いただければと思います。

もう一つは、４月に小学生達と一緒に名古屋市環境学習センター

「エコパルなごや」へ見学に行きました。すごく子ども向けにごみ減

量等が学べる施設で、ワークショップもありました。はめ込み式でと

ても分かりやすく、燃えるごみ・燃えないごみの分別が正解であれば

正解音が鳴り、こういうところに小学生が社会見学に行ければ、とて

もいいのではないかと同行者と話していました。SDGsのことも書い
てあり、ワンフロアーなのでそんなに広くはないのですが、低学年で

あれば十分入れると思います。もしよろしければ、そういうこともご

検討いただければと考えます。

千頭座長 私も頻繁に行っています。

鶴田構成員 かなりいいです。子どもたちにすごく良いと思いました。

千頭座長 色々なワークショップもできるようになっています。

鶴田構成員 違うフロアーも見るところがあります。

千頭座長 消費生活センターです。

鶴田構成員 社会見学にとてもよいので教育委員会に言おうかと思いました。

千頭座長 生ごみの件は、今の長久手市の件もそうですし、豊橋市はご存じの

とおり全市で生ごみの分別回収をしております。大府市も、１,０００
世帯を超え、試験的に始めてから順調に増えていき、今では１,２００
世帯ぐらいが生ごみの分別回収をしています。そういう先進事例があ

ります。その分課題もあるかとは思います。そういうことも踏まえて、

尾張旭市も良い方法でできればよいと思います。

生ごみから発電をする施設もあり、昔はレジ袋に入っていると駄目

でしたが、最近は袋に入れて出しても処理ができるようになっていま

す。バケツに生ごみだけ入れて出すのは、夏は大変ですが、レジ袋や

袋に生ごみを入れて出しても、生ごみからバイオ発電はできるそうで

す。バイオマス産業都市構想でも頑張って作っていただいて、できた

らとてもいいとは思います。

新田構成員 昨年から色々と議論されているのですが、プラスチックの問題で、

今、容器包装のプラスチック回収があります。製品プラスチックの回

収を進めていけば、可燃ごみに含まれているプラスチックは減ってい

くので、必然的にごみの量は減っていきます。その取組をできるだけ

早く行ってほしいと考えます。

千頭座長 そこは市としては、どのような方針でしょうか。

事務局 今、廃プラスチックについては、構成市町と共にどのようにできる

のか、処理の方法等について検討を進めている状況です。

千頭座長 そうしましたら、次回には一般廃棄物処理基本計画の改定案全体が



出てくるということですので、それについて議論していただき、それ

を踏まえてパブリックコメントになりますが、パブリックコメントは

年内ですか、それとも年明けですか。

事務局 １２月頃になります。

千頭座長 年内で、年をまたがずに１か月ですか。

事務局 そのあたりはまだ確定しておらず、１２月頃になります。

千頭座長 次回の会議がいつですか。

事務局 次回の会議は、１１月１４日で決定です。

千頭座長 では、１１月１４日で議論していただき、修正し、それを最終的な

パブリックコメント案にまとめて、パブリックコメントにかけるのに

１２月１日からは少し厳しいと思います。年をまたいだかたちになる

かと思われます。パブリックコメントは１か月ですか。

事務局 はい、そうです。

千頭座長 おそらく最終の推進会議が、１月２５日頃とお聞きしているので、

スケジュール的には結構厳しいと思われます。

では、目標値の算定については、ご苦労様でした。

一旦、本日の議事は以上かと思います。

お手元に「サブタイトル案」というものがありますので、事務局の

方でお願いします。

事務局 ＜資料説明＞（サブタイトル案）

千頭座長 今後の予定を確認のため、お伝えしてもらってもよろしいでしょう

か。

事務局 はい。

次回の会議では、一般廃棄物処理基本計画の素案に対してご意見を

いただきまして、修正し、１２月にパブリックコメントを行うことに

なります。

次回の推進会議の開催については、１１月１４日（火）の午前１０

時から１１時３０分です。

その次は、年が明けて１月２５日（木）の午前１０時から１１時３

０分となっておりますので、よろしくお願いいたします。

千頭座長 はい、ありがとうございました。

それでは、本日の「第２回循環型社会推進会議」を終わりたいと思

います。ありがとうございました。


